
鹿児島工業高等専門学校 開講年度 令和04年度 (2022年度) 授業科目 知的財産概論
科目基礎情報
科目番号 0118 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 学修単位: 2
開設学科 都市環境デザイン工学科 対象学年 5
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 産業財産権標準テキスト総合編／書いてみよう特許明細書出してみよう特許出願
担当教員 蓼沼 恵美子,森田 海幹,東 和博
到達目標
１． 知的財産について説明できる。
２． 発明から特許権になるまで、および特許権の活用を説明できる。
３． デザインから意匠権になるまでを説明できる
４． 標章から商標権になるまでを説明できる
５．著作権の対象となるもの、およびどのようなことが著作権侵害になるかを説明できる。
６．不正競争防止法による禁止事項を説明できる。
７．パテントコンテスト・デザインパテントデザインコンテストを通じて、自らの発明やデザインを文章と図で表現することができる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1

　標準的な到達レベルに加えて、
以下のことができる。
　製品のどの部分にどの知的財産
権が関与しているかが説明できる
。

知的財産権の種類について説明で
きる。 知的財産権の種類がわからない。

評価項目2

　標準的な到達レベルに加えて、
以下のことができる。
１）職務発明・共同発明について
説明できる。
２）補正の条件や認められている
理由について説明ができる。

１）発明の定義を説明でき、発明
となるもの、ならないものを判別
できる。
２）発明が特許となる要件（特許
要件）について説明できる。
３）特許出願から権利化までの流
れについて説明できる。

発明となるものとならないものと
の判別ができない。
発明と特許の違いがわからない。
特許出願後の流れがわからない。

評価項目3

　標準的な到達レベルに加えて、
以下のことができる。
意匠権の効力、効力が及ぶ範囲に
ついて説明できる。
意匠と特許とでは、異なる制度が
あること、また、異なる制度とな
っている理由を説明できる。

１）意匠の定義を説明でき、意匠
となるもの、ならないものを判別
できる。
２）意匠権となる要件について説
明できる。
３）各種意匠制度について説明で
きる。

意匠となるものとならないものと
の判別ができない。
意匠権となる要件がわからない。
各種意匠制度がわからない。

評価項目4

　標準的な到達レベルに加えて、
以下のことができる。
商標権の効力、効力が及ぶ範囲に
ついて説明できる。
商標調査を実施できる。

１）標章、商標の定義、違いを説
明できる。
２）商標の機能について説明でき
る。
３）商標権とならない商標につい
て説明できる。

標章と商標との違いがわからない
。
商標の機能がわからない。

評価項目5
　標準的な到達レベルに加えて、
以下のことができる。
　権利侵害とはならない例外ケー
スについて説明できる。

１）知的財産の活用方法について
説明できる。
２）権利侵害とはどのようなこと
か、また、権利侵害時の対応手段
について説明できる。

知的財産の活用方法がわからない
。
権利侵害がわからない。

評価項目6
　標準的な到達レベルに加えて、
以下のことができる。
　著作権に含まれる主な権利につ
いて説明できる。

１）著作権の保護対象となるもの
とならないものとを判別できる。
２）著作権侵害となる行為か否か
を判断できる。

著作権の保護対象となるものかな
らないものかを判別できない。
著作権侵害となる行為を理解でき
ない。

評価項目7
　標準的な到達レベルに加えて、
以下のことができる。
　不正競争防止法による禁止事項
を説明できる。

事例について、不正競争防止法に
よる禁止事項に該当するか否か判
断できる。

事例について、不正防止法による
禁止事項に該当するか否かを判断
できない。

評価項目8

　標準的な到達レベルに加えて、
以下のことができる。
　発明またはデザインについて、
先行調査を行い、新規性・進歩性
があることを立証できる。

　自身がした発明またはデザイン
を文章・図で、読む人にわかるよ
うに記載することができる。

自身がした発明またはデザインを
説明した文章・図面を読んだ人が
、発明またはデザインが把握でき
ない。

学科の到達目標項目との関係
本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 2 本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 2-a 本科（準学士課程）の学習・教育到達目標 4 本科
（準学士課程）の学習・教育到達目標 4-a
教育方法等

概要
この科目は、弁理士として特許事務所を経営している教員が、その経験を活かし、知的財産権等について講義（実習、
実験）形式で授業を行うものである。
知的財産権について理解し、その重要性を認識し、それぞれのアイディアを権利化できるような素養を身につけること
を目的とする．

授業の進め方・方法

１．知的財産権～６．不正競争防止法までは、座学にて習得する。７．実習では、１～３人程度のグループで発明また
はデザインをし、パテントコンテストまたはデザインパテントコンテストの応募書類の作成を通して、発明、またはデ
ザインを文章・図で説明することを習得する。
授業は３名の教員で行い、担当は以下の通りである。
１． 知的財産権～２．特許・実用新案　担当：森田海幹
３．意匠、４．商標、７実習　担当：蓼沼　恵美子
５．著作権、６．不正競争防止法　担当：東　和博

注意点
国民的素養としてのモラル・マインドを身につけ、制度を理解するだけでなく、創造力の育成をめざしている．そのた
め学習上だけでなく生活する上でも知識や知恵を生かす大切さや創意工夫をする態度を持って過ごすことが望まれる．
評価：期末試験、およびパテントコンテストまたはデザインパテントコンテストの応募書類にて行う。
点数分配：期末試験７０％、パテントコンテストまたはデザインパテントコンテストの応募書類３０％とする。

授業の属性・履修上の区分



□  アクティブラーニング □  ICT 利用 □  遠隔授業対応 ☑  実務経験のある教員による授業

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 １．知的財産権
２．特許・実用新案

□ 知的財産について理解し、説明できる．
□ 発明について理解し、説明できる．

2週 ２．特許・実用新案 □ 特許となる発明について理解し、説明できる．
□ 特許を受けることができる者を理解し、説明できる

3週 ２．特許・実用新案
□ 特許を出願する方法を説明できる．
□ 特許の出願～権利化までの過程について説明できる
．

4週 ２．特許・実用新案
□ 特許の出願～権利化までの過程について説明できる
．
□ 実用新案について説明できる。

5週 ２．特許・実用新案 □ 特許権の活用について理解し、説明できる．

6週 ３．意匠
□ 意匠について理解し、説明できる。
□ 意匠登録をうけることができる意匠について説明で
きる
□ 意匠法特有の制度について説明できる。

7週 ４．商標
□ 商標について理解し、説明できる。
□ 商標登録をうけることができない商標について説明
できる

8週
４．商標 □ 商標登録をうけることができない商標について説明

できる
□ 商標の類比判断について説明できる。

2ndQ

9週 ５. 著作権 □ 著作権について説明できる．

10週 ５．著作権
６．不正競争防止法

□ 著作権について説明できる．
□ 不正競争防止法について説明できる．

11週 ７．実習
□ 各自の発明をパテントコンテストまたはパテントデ
ザインコンテストに応募するために書類を作り上げる
ことができる．

12週 ７．実習
□ 各自の発明をパテントコンテストまたはパテントデ
ザインコンテストに応募するために書類を作り上げる
ことができる．

13週 ７．実習
□ 各自の発明をパテントコンテストまたはパテントデ
ザインコンテストに応募するために書類を作り上げる
ことができる．

14週 ７．実習
□ 各自の発明をパテントコンテストまたはパテントデ
ザインコンテストに応募するために書類を作り上げる
ことができる．

15週
試験答案の返却・解説
パテントコンテストまたはデザインパテントコンテス
トの応募書類提出

各試験において間違えた部分を自分の課題として認知
する．（非評価項目）

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計
総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 70 0 0 0 0 30 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


